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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次  
第123期

第３四半期
連結累計期間

第124期
第３四半期
連結累計期間

第123期

会計期間  
自　平成25年４月１日

至　平成25年12月31日

自　平成26年４月１日

至　平成26年12月31日

自　平成25年４月１日

至　平成26年３月31日

売上高 （百万円） 75,391 82,841 101,005

経常利益 （百万円） 2,526 3,278 3,063

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,702 1,339 1,968

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 3,216 3,468 4,058

純資産額 （百万円） 41,508 43,983 41,736

総資産額 （百万円） 108,178 112,071 99,891

１株当たり四半期(当期)純利益 （円） 20.17 15.87 23.33

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 35.0 35.6 38.0
 

 

回次  
第123期

第３四半期
連結会計期間

第124期
第３四半期
連結会計期間

会計期間  
自　平成25年10月１日

至　平成25年12月31日

自　平成26年10月１日

至　平成26年12月31日

１株当たり四半期純利益 （円） 10.20 2.38
 

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ません。

２  売上高には、消費税等は含まれていません。

３  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載していません。
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２ 【事業の内容】

当社グループ（当社、連結子会社、持分法適用会社）は、耐火物事業、ファーネス事業、セラミックス事業、不動

産事業、その他の５つのセグメント情報の区分にわたって事業活動を展開しています。

当第３四半期連結累計期間における、各区分に係る主な事業内容の変更はありません。

また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりです。

（耐火物事業）

菊竹産業㈱は、平成26年10月10日付で当社保有の株式の全部を議決権のない優先株式へ転換したことにより関係

会社でなくなったため、持分法適用の範囲から除外しています。

（ファーネス事業）

主要な関係会社の異動はありません。

（セラミックス事業）

主要な関係会社の異動はありません。

（不動産事業）

主要な関係会社の異動はありません。

（その他）

主要な関係会社の異動はありません。

この結果、平成26年12月31日現在では、当社グループは、当社、連結子会社10社及び持分法適用関連会社２社によ

り構成されることとなりました。
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第２ 【事業の状況】

　

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在していません。

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　業績の状況

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの主要得意先である鉄鋼業界の国内粗鋼生産量は、前年同四

半期連結累計期間に比べ1.0％減の8,310万トンとなりましたが、当社グループでは、拡販の成果により、当第３四

半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ9.9％増収の828億41百万円となりました。

損益については、売上高の増加及びコストダウンの取り組みを進めたことにより、当第３四半期連結累計期間の

営業利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ41.4％増益の32億42百万円、経常利益は、前年同四半期連結累計期

間に比べ29.7％増益の32億78百万円となりました。これに対し、特別損失として、当社保有株式の減損処理による

投資有価証券評価損を計上したため、当第３四半期連結累計期間の四半期純利益は、前年同四半期連結累計期間に

比べ21.3％減益の13億39百万円となりました。

これにより、１株当たり四半期純利益は、前年同四半期連結累計期間の20円17銭から、当第３四半期連結累計期

間では15円87銭となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりです。

なお、各セグメントの売上高は、外部顧客への売上高であり、セグメント間の内部売上高又は振替高は含まれて

いません。また、セグメント利益は営業利益ベースです。

［耐火物事業］

拡販の成果により、耐火物事業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ10.4％増収の672億11百万円と

なりました。また、売上高の増加及びコストダウンの取り組みを進めたことにより、セグメント利益は、前年同

四半期連結累計期間に比べ65.1％増益の20億65百万円となりました。
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［ファーネス事業］

ファーネス事業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ11.6％増収の105億12百万円となりました。売

上高の増加及び工事案件の利益率改善により、セグメント利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ26.4％増益

の５億52百万円となりました。

［セラミックス事業］

セラミックス事業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ0.9％減収の38億24百万円となりました。ま

た、高付加価値製品の売上構成比が減少したことにより、セグメント利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ

36.7％減益の１億50百万円となりました。

［不動産事業］

不動産事業の売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ0.2％増収の７億48百万円、セグメント利益は、前

年同四半期連結累計期間に比べ1.8％増益の３億21百万円となりました。

［その他］

その他の事業セグメントの売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ13.6％増収の５億45百万円、セグメン

ト利益は、前年同四半期連結累計期間に比べ25.1％減益の26百万円となりました。

　

(2)　事業上及び財務上の対処すべき課題

　　　 当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

　

(3)　研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は８億12百万円です。

　

※第２［事業の状況］の金額には、消費税等は含まれていません。
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第３ 【提出会社の状況】

　

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 350,000,000

計 350,000,000
 

 
② 【発行済株式】

種類

第３四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成26年12月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成27年２月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 91,145,280 91,145,280
東京証券取引所
（市場第一部）
福岡証券取引所

単元株式数は1,000株です。

計 91,145,280 91,145,280 － －
 

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(百万円)

資本金残高

(百万円)

資本準備金

増減額

(百万円)

資本準備金

残高

(百万円)

平成26年12月31日 － 91,145,280 － 5,537 － 5,138
 

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成26年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしています。

①【発行済株式】

平成26年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）
－ －

普通株式 6,771,000

（相互保有株式）
－ －

普通株式 37,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 83,018,000 83,018 －

単元未満株式 普通株式 1,319,280 － －

発行済株式総数  91,145,280 － －

総株主の議決権 － 83,018 －
 

(注) １ 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には証券保管振替機構名義の株式が6,000株（議決権６個）が含

まれています。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には当社所有の自己株式214株と証券保管振替機構名義376株が含まれていま

す。

 
②【自己株式等】

平成26年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数

の割合(％)

（自己保有株式）      

黒崎播磨㈱
福岡県北九州市八幡西区
東浜町１－１

6,771,000 － 6,771,000 7.43

（相互保有株式）      

  菊竹産業㈱
福岡県北九州市八幡西区
穴生３丁目10－24

36,000 － 36,000 0.04

  ㈱合同セラミックス 岡山県備前市伊部936 1,000 － 1,000 0.00

計 － 6,808,000 － 6,808,000 7.47
 

(注) １  上記のほか、株主名簿上は当社名義となっていますが、実質的に所有していない株式が1,000株（議決権１

個）あります。

なお、当該株式は上記「①発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式に含めています。

２  菊竹産業㈱の相互保有株式36,000株については、当第３四半期連結会計期間において持分法適用の範囲から

除外したことに伴い、平成26年12月31日現在では相互保有株式に該当しなくなりました。
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２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

(注) 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における取締役を兼務しない執行役員の異動は、次

のとおりです。

 

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務執行

役員

海外事業部長

耐火物海外営業全般に関し田中

常務執行役員に協力
常務執行

役員

海外事業部長

海外事業部海外営業部長

耐火物海外営業全般に関し田中常

務執行役員に協力
小田原 博

平成26年10月１日

海外事業部長

海外事業部海外企画部長

耐火物海外営業全般に関し田中

常務執行役員に協力

海外事業部長

耐火物海外営業全般に関し田中常

務執行役員に協力

平成26年11月１日
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第４ 【経理の状況】

　

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しています。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けています。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 3,690 2,621

  受取手形及び売掛金 26,578 ※2  39,658

  商品及び製品 9,504 9,385

  仕掛品 2,985 2,941

  原材料及び貯蔵品 5,648 6,213

  繰延税金資産 982 554

  その他 2,009 2,929

  貸倒引当金 △16 △22

  流動資産合計 51,383 64,280

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 38,600 38,776

    減価償却累計額 △27,193 △27,886

    建物及び構築物（純額） 11,407 10,890

   機械装置及び運搬具 57,273 58,909

    減価償却累計額 △49,260 △50,298

    機械装置及び運搬具（純額） 8,012 8,610

   工具、器具及び備品 4,588 4,682

    減価償却累計額 △3,881 △3,983

    工具、器具及び備品（純額） 707 699

   土地 7,547 7,475

   建設仮勘定 1,485 430

   有形固定資産合計 29,160 28,106

  無形固定資産   

   のれん 6,956 7,335

   その他 872 758

   無形固定資産合計 7,829 8,094

  投資その他の資産   

   投資有価証券 7,689 7,605

   長期貸付金 55 178

   退職給付に係る資産 1,432 1,523

   繰延税金資産 375 368

   その他 2,012 1,957

   貸倒引当金 △48 △42

   投資その他の資産合計 11,516 11,590

  固定資産合計 48,506 47,791

 繰延資産   

  社債発行費 1 －

  繰延資産合計 1 －

 資産合計 99,891 112,071
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 17,830 ※2  19,376

  短期借入金 5,502 12,769

  1年内償還予定の社債 10,000 －

  コマーシャル・ペーパー － 11,000

  未払法人税等 841 228

  賞与引当金 1,940 1,045

  工事損失引当金 53 48

  その他 5,001 5,452

  流動負債合計 41,168 49,919

 固定負債   

  長期借入金 11,382 11,956

  繰延税金負債 1,049 1,587

  役員退職慰労引当金 462 539

  製品保証引当金 5 5

  退職給付に係る負債 484 554

  負ののれん 251 197

  資産除去債務 25 25

  その他 3,327 3,302

  固定負債合計 16,986 18,168

 負債合計 58,155 68,088

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,537 5,537

  資本剰余金 5,138 5,138

  利益剰余金 28,196 28,364

  自己株式 △1,572 △1,574

  株主資本合計 37,300 37,466

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,030 1,860

  繰延ヘッジ損益 1 87

  為替換算調整勘定 238 1,035

  退職給付に係る調整累計額 △613 △588

  その他の包括利益累計額合計 656 2,394

 少数株主持分 3,778 4,122

 純資産合計 41,736 43,983

負債純資産合計 99,891 112,071
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

売上高 75,391 82,841

売上原価 62,941 68,985

売上総利益 12,449 13,855

販売費及び一般管理費 10,156 10,613

営業利益 2,293 3,242

営業外収益   

 受取利息 17 20

 受取配当金 125 132

 負ののれん償却額 76 54

 助成金収入 9 4

 為替差益 606 389

 持分法による投資利益 － 10

 その他 204 205

 営業外収益合計 1,041 816

営業外費用   

 支払利息 550 531

 持分法による投資損失 35 －

 その他 222 250

 営業外費用合計 807 781

経常利益 2,526 3,278

特別利益   

 固定資産売却益 156 7

 投資有価証券売却益 116 －

 関係会社株式売却益 － 5

 国庫補助金 23 33

 ゴルフ会員権売却益 － 3

 事業譲渡益 － 86

 その他 0 0

 特別利益合計 296 137

特別損失   

 固定資産売却損 6 0

 固定資産除却損 37 30

 投資有価証券評価損 － 1,037

 その他 11 7

 特別損失合計 54 1,075

税金等調整前四半期純利益 2,767 2,339

法人税、住民税及び事業税 504 329

法人税等調整額 468 561

法人税等合計 973 890

少数株主損益調整前四半期純利益 1,794 1,449

少数株主利益 91 110

四半期純利益 1,702 1,339
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,794 1,449

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 335 830

 繰延ヘッジ損益 64 86

 為替換算調整勘定 959 1,068

 退職給付に係る調整額 － 24

 持分法適用会社に対する持分相当額 63 8

 その他の包括利益合計 1,422 2,019

四半期包括利益 3,216 3,468

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 3,010 3,077

 少数株主に係る四半期包括利益 206 391
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 
当第３四半期連結累計期間

(自  平成26年４月１日  至  平成26年12月31日)

(持分法適用の範囲の重要な変更)

菊竹産業㈱は、平成26年10月10日付で当社保有の株式の全部を議決権のない優先株式へ転換したことにより関

係会社でなくなったため、持分法適用の範囲から除外しています。

ただし、第２四半期連結累計期間の損益の持分に見合う額は、連結損益計算書に反映しています。

 
 

 
(会計方針の変更等)

 
当第３四半期連結累計期間

(自  平成26年４月１日  至  平成26年12月31日)

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法をポイント基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を従業員の平

均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率を使用する方法から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ご

との金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しています。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しています。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が434百万円減少し、退職給付に係る負債が

10百万円増加するとともに、利益剰余金が288百万円減少しています。また、当第３四半期連結累計期間の営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微です。
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(四半期連結貸借対照表関係)

１  偶発債務

(イ)債務保証

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

秦皇島首鋼黒崎耐火材料有限公司  秦皇島首鋼黒崎耐火材料有限公司  

金融機関からの借入金 248百万円 金融機関からの借入金 290百万円

TRL CHINA LIMITED  TRL CHINA LIMITED  

金融機関からの借入金 1,082百万円 金融機関からの借入金 1,033百万円

ひびき灘開発株式会社  ひびき灘開発株式会社  

金融機関からの借入金 22百万円 金融機関からの借入金 20百万円

従業員  従業員  

住宅資金の金融機関からの借入金 278百万円 住宅資金の金融機関からの借入金 266百万円
 

　

(ロ)債権流動化による遡及義務

 

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

手形譲渡高 126百万円 193百万円

売掛債権譲渡高 1,396百万円 1,061百万円
 

　

※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しています。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれています。

 

 
前連結会計年度

(平成26年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成26年12月31日)

受取手形 －百万円 239百万円

支払手形 －百万円 56百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれんの償却額及び負のの

れんの償却額は、次のとおりです。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成26年４月１日
  至  平成26年12月31日)

減価償却費 2,689百万円 2,496百万円

のれんの償却額 297百万円 312百万円

負ののれんの償却額 76百万円 54百万円
 

 
(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 84 1.0 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

平成25年11月７日
取締役会

普通株式 168 2.0 平成25年９月30日 平成25年12月９日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月27日
定時株主総会

普通株式 253 3.0 平成26年３月31日 平成26年６月30日 利益剰余金

平成26年11月７日
取締役会

普通株式 168 2.0 平成26年９月30日 平成26年12月８日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

３  株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日）

　１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

耐火物
事業

ファーネ
ス事業

セラミッ
クス事業

不動産
事業

計

売上高          

  外部顧客への売上高 60,890 9,416 3,858 746 74,911 479 75,391 － 75,391

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

96 － － － 96 － 96 △96 －

計 60,986 9,416 3,858 746 75,007 479 75,487 △96 75,391

セグメント利益 1,250 437 237 315 2,240 34 2,275 17 2,293
 

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、製鉄所向け石灰の製造販売です。

２  セグメント利益の調整額17百万円は、主に報告セグメントが負担する一般管理費の配賦差異です。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

　１  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３

耐火物
事業

ファーネ
ス事業

セラミッ
クス事業

不動産
事業

計

売上高          

  外部顧客への売上高 67,211 10,512 3,824 748 82,296 545 82,841 － 82,841

  セグメント間の内部
売上高又は振替高

57 － － － 57 － 57 △57 －

計 67,269 10,512 3,824 748 82,354 545 82,899 △57 82,841

セグメント利益 2,065 552 150 321 3,089 26 3,115 127 3,242
 

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、製鉄所向け石灰の製造販売です。

２ セグメント利益の調整額127百万円は、主に報告セグメントが負担する一般管理費の配賦差異です。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりです。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成26年４月１日
  至  平成26年12月31日)

１株当たり四半期純利益 20円17銭 15円87銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益(百万円) 1,702 1,339

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 1,702 1,339

普通株式の期中平均株式数(千株) 84,389 84,369
 

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していません。

 

EDINET提出書類

黒崎播磨株式会社(E01150)

四半期報告書

18/21



２ 【その他】

第124期（平成26年４月１日から平成27年３月31日まで）中間配当について、平成26年11月７日開催の取締役会にお

いて、平成26年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①  配当金の総額                            168百万円

②  １株当たりの金額                        ２円00銭

③  支払請求権の効力発生日及び支払開始日    平成26年12月８日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年２月９日

黒崎播磨株式会社

取締役会  御中

 

有限責任　あずさ監査法人
 

 
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   増　田　　　靖　　　 印

 

 
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   佐　田　　明　久　　 印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている黒崎播磨株式会

社の平成26年４月１日から平成27年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年10月１日から平成

26年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年４月１日から平成26年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、黒崎播磨株式会社及び連結子会社の平成26年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

 

EDINET提出書類

黒崎播磨株式会社(E01150)

四半期報告書

21/21


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

